
9月定例会日程
9月27臼 開会、提案理由説明
9月28日 議案調査のため休会
9月29日-10日1日

質疑及ひ'lIi政一般質問、委
員会付託

10月2日-4白各常任委員会
10月5日 各常任委員長報告、保決、

閉会
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第 3 1 号

たよ午為手紙会
本市の人口

(昭和51年10月1日現在〉

人口総数 196.504人

!Jj 9 5. 7 1 7人

女 100.787人

帯 数 62.547世帯

(1) 

世

九
月
由
比
例
市
議
会
は
、
九
月
二
十
七
白
仁
招
集
さ
れ
、
口
頭
「
甲
府
刑
務
所
移
転
用
「
進
に
測
す
ち
刑
判
特
別
官
民
会
」
に
本
閉
将
央
の
網
和
あ
る

都
市
づ
く
り
を
早
期
に
み
抗
す
る
た
め
に
一
、
甲
府
刑
務
所
の
砧
般
に
関
す
る
E
と
二
、
現
刑
務
所
の
跡
地
利
用
に
関
す
る
こ
と

三
、
甲
府

刑
翠
探
阻
設
地
区
(
六
訟
を
骨
む
)
の
開
発
整
備
に
関
す
る
こ
と
の
一
ニ
槻
罪
耶
羽
を
加
え
る
と
と
か
い
告
官
官
一
致
で
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
か
ら
提
記
さ
れ
た
事
務
与
信
条
例
帯
十
二
件
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
昭
涌
五
十
一
年
度
補
E
Z
算
五
件
、
助
川
町
の
選
任
帯
人

事
吃
件
四
件
、

そ
の
仙
十
四
件
の
計
三
十
五
件
は
、
唱
員
会
審
授
を
経
て
い
ず
れ
も
当
局
限
申
告
の
ー
と
お
り
決
め
ま
し
た
。

な
お
、
甲
府
地
区
広
殆
接
事
霊
会
雲
の
補
欠
費
の
選
拍
手
-
指
車
道
に
よ
っ
て
行
い
、
さ
ら
に
費
量
に
よ
議
府
市
暗
雲
賞
金

量
一
例
の
不
能

r、
甲
府
駅
近
代
化
促
進
並
び
に
交
通
問
聞
に
聞
す
ゑ
翠
特
別
手
員
会
の
投
開
、
日
中
甲
和
反
日
昨
長
約
締
結
に
関
す
る
自
民
特
製

出
を
決
め
た
ほ
か
、
昭
和
五
十
年
度
挙
会
計
別
決
算
五
件
に
つ
い
て
は
、
決
算
器
対
特
別
在
員
会
品
一混
闘
し
、
乙
れ
に
付
舵
の
上
、
閉
会
中
寄
託
す

る
と
と
と
し
、
九
回
聞
の
会
期
岳
閉
じ
十
月
五
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
初
日
の
全
般
に
入
品
、
警
繁
太
郎
市
議
の
功
績
議
凡
、
若
手
誹
る
追
悼
の
と
と
は
が
渡
辺
祭
賞
よ
nA述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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収
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役
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I
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門
次

一
宮

担

行

っ

て

き

た
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議
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l
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乞
つ
い
て
は
、
採
用
砂
行
わ
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限
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市
長
か
ら
、
議
会
に
、
喜
一
一
長
、
県
民
室
長
県
民
謡
局
長
事

~rた
買

で
有
器

用

を
は
か
つ
て
章

二‘
E

，E
B
F
ゆ

円
以
差
府
と
な
っ
て
い
た
助
役
に
孟
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、
山
梨
県
同
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標
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。
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役
員
、
五
十
七
才

一
干
草
の
末
採
用
に
よ
り
二
一
十
四

一
…

g
~吉

づ

容

も
っ
て
収
入
役
室
し
た
(
功
刀
益
雄
氏
自
時
歴
)

言

語

震

は

低

下

し

ら

に

男

ふ

』

川

ぺ

斉
撃
震
わ
組
佳
に
羽
刀
提
言
陪
型
干
一
年
十
五
室
町
に

〈
士子
に
あ
っ
て
は
=
一

-
一
定
基
な
い

…

h
jJ
v

f、
そ
れ
ぞ
れ
書
し
た
い
旨
の
描
入
~
附
以
来
、
議
長
、
壁
重
、

一
夜

況

で

、

草

壁

人

事

室

主

…

-
u
tp即

繁
，
書
さ
れ
祭
日
十
月
音
の
市
高
府
伺
望
書
長
、
市
議

一
一
ま
し
く
な
い
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

二
竜
馬
ι
四

重
憾
で
憲
一
致
を
も
っ

t
同

盟

雲

監

、

五

十

里

ん
一
言
で
定
期
的
な
服
装
思
議
俳

一
…

f
a
可
d
司

弔

す
る
乙
と
に
決
し
ま
し
た
。

一
一
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い
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。
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1・i-二
た
め
の
経
玄
一
笑
施
す
る
同
棋
で
、
国

一

-し
て
推
進
す
え
緑
化
叫
世
帯
岱
ム
会
mw
一
答

教

η一
帯
員
会
と
し
て
は
実
施
し
L
下
、
川
伝
説
託
制
度
の
状
況
ル
ゑ
ロ
せ

一

緑

化

推

進

に

喜
は
十
分
開
封
書
ぃ
、
問
怒
る
一た
い
唱
え
万
五
在
も
っ
て
い
る
。
一
菱
存
主
そ
い
司
令
お
そ
く
も
、

一

一

層

の

努

力

を

一塁
率
制
さ
せ
て
い
き
た
い
。
公
剛
一
ま
た
、
誌

面

に

つ

い

て

も

皇

室

中
に
は
実
施
す
る
安
ん
で
あ
ろ
。

一
一
緑
地
課
の
荊
民
は
、
現
在
の
体
制
走
中
一
四
十
九
年
に
ま
七
め
た
も
の
が
あ
る
。
一

一
間
市
内
の
各
所
で
緑
化
千
進
め
て
一
心
と
し
て
起
し
て
い
き
た
い
。
了
か
し
な
が
ら

、

高
掃
の
と
芝

市

街

化

区

域

雨

水

一
い
る
が
、
特
に
人
口
の
ド
ー
ナ
ツ
化

現

一

一

乙

れ移
実
施
す
る
に
は
多
額
の
議
出
費
一

対

策

を

固

に

申

請

五
に
で
計
画
的
長
選
巡
が
さ
れ
一

(
仮
称
)
北
西
中
五
十

一と
、
そ
の
後
に
お
宮
華
経
費
五

間

大
雨
の
与
ご
と
に
、
市
街
拍

一
て
い
な
い
。
ま
た
中
心
部
で
仁
フ
ラ
ヮ
一

四
年
度
開
校
で
努
力

一叫
で
あ
る
。
現
在
の
諸
施
設
整
備
と
周
辺
地
域
の
河
川
の
は
ん
ら
ん
や
冠
水

一l
ポ
ッ
ト
等
で
促
進
し
て
い
る
が
需
一

τ関
連
に
お
い
て
、
ど
れ
-
優
先
し

i
喜
望
書
る
拙
禁
続
出
し
て
い

一富
山
が
万
全
で
な
い
。
閉
長
同
樹
木
保
一
間

北
中
の
マ
ン
モ
ス
化
は
限
界
に
一吋
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
山
積
し
て
い
一
う

a

訪

れ

れ
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同

日

開

吋
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同

時

三

合

的

主

計

闘

を

た

て

る

べ

き

唱

え

で

あ

る

。

一

の

協

力

車

る

E
I量

一
で
晶
君
一な
い
か
-
E
に
級
化
推
進
査
会
の
一踊
校
す
べ
き
だ
と
思
う
か
、
そ
の
対
一山
れ
日
た
い
恥
え
い
い
る
。

一
と
慰
う
が
叶
要
事
た
し

保

育

料

助

成

一
で
、
そ
の
協
力
を
詣
い
す
る
中
高
一理
が
雪
で
な
く
精
製
認
で
晶
子
を
ど
の
よ
う
に

mじ
て
い
る
の
か
伺
一

一
害

事
化
霊
肢
が
需
周
辺
部

ト

れ

れ

吉

に

一

山

諮

問

日

位

指

一

明

…
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制
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阻
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一

耕

一

抑
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一

五
十
一
年
度
市
税

一
本
年
度
の
市
税
の
見
通
し
と
、
芝
府

1
2
2
f
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警
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悼

替

の

宮

昏

に

加

え

て

、

八

一

た

い

。

石

油

投

計

副

主

主

、

困

問

震

な

一

間

他

需

で

は

、

中

学

校

皇

官

員

会

械

の

製

剤

領

自

に

叩

の

見

通

し

は

す
ひ
っ
迫
に
ど
う
ふ
叶
処
す
る
の
、
三
あ
る
な
ら
現
在
の
助
成
樹
を
さ
ら
に
地
一
月
か
ら
、
甲
府
市
医
師
会
事
に
よ
っ
一
答
鼠
化
推
進
室
に
は
今
後
一
回
一
ど
の
問
慌
で
語
面
白
和
五
十
四
一
監
修
学
旅
行
革
止
し
て
、
自
然
の
有
し
て
お
り
、
五
十
一
年
度
中
に
認
可

一
高
き
た
い
。
カ
一
一
矧
し
、
怠
負
担
の
霊
を
は
か
る
べ
一

t
、
言
、
置
の
救
急
医
療
書
わ
一
の
努
力
を
1

だ
い
。
希
望
に
つ
い
一
番
問
授
は
、
問
時
点
で
は
む
ず
か
し
す
雪
利
用
し
た
首
喜
郡
呈
さ
れ
る
是
し
な
の
で
認
司
さ
れ
草

間

昭

和

手

芸

信

号

仰

び

一

答

本

霊
泉
況
の
事
で
抑
止
き
だ
と
暗
号
が
ど
う
か
。
一
れ
て
い
る
の
で
、
乙
れ

P露
呈

て

は

、
現
在
、
加
寝
室
本
条
例
が
一
い
状
況
に
あ
る
。
一
っ
て
い
る
と
急
が
あ
る
が
、
需
の
一
整
備
計
聖
樹
立
す
る
。

2
5一一

日

時

町

長

詰

一

話

器

官

需

罪

判

部

一

三

山

引

け

は

ほ

可

一刊

誌

計

れ

れ

h
u
h
-マ
パ

枝
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諮

問

訂

作

一

訪

れ

刊

行

jiu--る
予
定
で

一
君
。
現
時
点
で
の
最
終
的
な
開
通
し
一ぃ
。
し
か
し
、
父
母
担
の
護
に
つ
一

青

葉

町

グ

ラ

ウ

ン

ド

跡

地

一空

事

者

一

都

議

定

一た
公
持
豊
富
し
て
の
宿
泊
部
一

開
発
公
社
の
理
事
に

一
は
握
で
あ
る
が
議
慰
問
調
保
で
一い
て
は
十
分
迎
僻
し
て
お
り
、
書
ま
一

一か
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
主
の
主
は
、
き
わ
め
て
躍
的
で
あ
り
警
効
一

民

間

人

を

登

用

石
川
摂
取
城
HM一口

市

刊

誌

純

日

間

限

一

市

有

地

と

し

て

確

保

一特

例

刊

行

川

砕

い

一時

折

誌

は

れ

純

一

間

襲

撃

で

盟

問

霊

章

一
吋
努
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

一型
車
ま
こ
よ
は
謀
者
問
題
一

間

甲
府
市
立
型
車
の
移
転
に
一
間
小
学
校
詰
認
と
し
て
残
す
べ
き
一
品
直
会
苦
悩
吋
て
い
る
が
、
止
の
転
換
が
合
同
前
に
み
ら
れ
主
う
に
一
止
し
て
、
開
発
差
点
従
来
の
室

内
一
当
然
独
自
で
も
主
主
の
を
お
し
一も
あ
る
の
で
十
分
楠
草
食
認
し
一
管
財
源
措
聞
と
し
て
、
二
十
一
一
止
と
の
強
い
置
が
あ
り
、
で
き
る
な
ら
一
拙
震
に
、
一
部
が
声
改
修
の
た
め
一日
っ
た
包
帯
で
も
官
小
で
こ
の
万
一
一
体
の
提
案
う
こ
と
は
プ
ヲ
ス
に

旦

芝

汀

い

、

苦

虫

毒

事

喜

一て
い
き
た
い
。
一
円
に
ま
裂
に
つ
い
て
ど
の
考
量
し
た
い
と
の
方
針
で
理
財
政
明
旦
河
川
敷
地
と
し
T
一
望
す
る
な
ど
問
題
一
式
で
修
学
旅
行
早
々
粛
し
て
い
る

J
一
な
る
か
副
作
号
。
公
社
見
事

竺
型
化

機
構
改
革
て
都
市
開
発
部
を
新
設

助
役
に
吉
田
氏
収
入
役
に
坊
万
氏

全

会

致

で

同

意

一
般
恒
聞
は
、
九
月
二
十
九
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
の
三
回
聞
に
わ
た

り
、
小
河
以
正
w
v
(
市
政
ク
)
、
部
野
磁
問
F

閉
政
タ
)
、
小
林
川
町
光
(
市

政
ク
)
、
引
山
慎
次
郎
(
自
民
党
)
、
樋
口
利
一
(
社
会
銘
)
、
幅
込
福

一
(
公
朋
党
)
、
=
一
井
五
郎
(
共
郎
覚
)
の
七
震
が
各
党
各
派
宇
品
代
表
し

教
育
、
福
祉
、
財
政
問
閥
帯
当
閲
す
る
閉
政
の
間
相
占
れ
を
と
り
あ
げ
情
発

な
質
問
空
前
節
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
択
の
と
お
り
で
す
。



一
一
、
土
問
開
売
会
社
の
理
事
長
は
、
そ
一処
魁
施
股
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
、
と
一選
別
措
膏
併
用
し
て
厳
働
に
入る
こと
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瞥

日

中

平

和

友

好

条

約

一

一

E
E
l
-
-
一る
こ
と
自
に
理
解
し
て
も
ら

2
一
シ
ス
テ
ム
」
量
化
さ
れ
た
こ
二
部
現
締
結
に
関
ナ
る
意
見
書
…
一
室
塁
に
一
般
、
特
別
会
計
四
一
副
委
員
長

一

圃

園

岨

盟

組

一

で
、
貧
収
集
に
つ
い
て
の
合
意
と
協
一
通
薯
負
浜
市
で
は
「
需
要
鞠
一
円
安
川
一
室
望
書
量
合
わ
せ
て
五
件
一
委
員

一
段
立
に
あ
た
り
、
主
量
的
な
展
望
一
に
さ
ら
に
全
精
力
喜
入
し
、
警
の
一
掴
沼
田
臨
罰
麗

一
刀
毒
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
、
と
言
語
パイ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
y
ト」

の
一
九
議
R

日
中
両
国
の
国
交
が
回
復
を
し
て
四
年
輩
え
よ
う
と
し
て
止
が
拠
出
さ
れ
ま
し
た
。
警
は
、
十
月
一
葉
書
簡
明
治
郎

十
の
も
と
に
、
乙
れ
番
号
室
努
力
主
彦
事
在
京
さ
れ
ま
し
一
塁
塁
に
益
さ
れ
た
五
撃
一
号
か
に
致
し
ま
し
弓

E
E究
が
行
わ
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
一川

お

り

ま

す

。

ぃ

一

苦

言

総

で

こ

れ

喜

置

す

る

た

一

本

支

出

警

日
一
総務み
d
H

舎
に
付
託
さ
れ
た
十
四
被
一
室
し
ま
し
た
。
一
た
。
一
は
、
い
ず
れ
も
要
ど
す
可
決
し
ま
一
芸
査
会
は
、
富
か
鼻
出
一
室
、
そ
の
喜
革
新
は
事
ど
お
り
一一
し
か
し
な
が
ら
、
早
直
面
に
は
、
苦
語
表
貯
の
確
と
主
め
の
特
別
室
会
長
官
し
て
、
宣
露
常
八
内
属
源
一

則
一
在
、
い
ず
れ
も
車
ど
お
り
可
呈
語
、
意
中
よ
り
北
中
の
マ
ン
モ
一
ま
た
、
皇
室
授
の
寄
付
に
ょ
っ
「
た
が
、
主
要
掠
二
一
号
呈
さ
れ
る
不
燃
物
処
避
の
た
め
の
T

章
一
日
進
月
揖
で
あ
り
ま
す
。

一山
首
客
室
師
条
約
が
未
だ
に
結
ぼ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
聖
書
一
一十
室
長
室
長
め
閉
会
中
盤
一
夜
辺
健
市
早
川
武
男

叫
す
に
同
意
し
ま
し
た
が
、
査
会
で
は
一ス
俗
語
う
宮
北
西
率
五
て
一
行
わ
れ
た
華
番
高
思
に
一五
士
宮
号
室
町
翠
予
一般
に
つ
い
て
は
そ
の
必
書
基
金
一
ま
た
、
国
で
は
、
環
境
保
安
主
で
あ
り
ま
す
・
よ
っ
て
、
帯
苦
言
語
づ
く
同
議
員
三
警
豊
中
宣
言
催
し
、

一

秋
山
襲
郎
土
屋

m

年
一際
事
房
長
号
昭
和
雪
量
一
般
の
み
と
お
し
に
つ
い
て
質
し
た
の
に
一
つ
い
て
は
、
詩
書
簡
に
鑑
一算
(
第
四
号
)
に
つ
い
て
、
査
会
は
一め
て
い
る
と
急
で
あ
り
ま
、
無
一再

利

用

品

き

言

ztz、
字
詰
し
ま
寸
。
苧
二
月
定
例
会
で
報
告
す
る
予
定
で
ヱ
菌
正
八
郎
結
成
作

ー

τ市
一
般
会
計
型
芸
(
雪
辱
)
対
し
、
当
局
窓
、
当
初計画
である
一み
、
公
費
量
慨
す
る
よ
ま
る
と
亘
書
官
て
い
告
の
主
一公
聖
書
と
し
な

5
5一
主
義
」
骨
次
期
語
閉
会
長
一二
、
刑
方
自
治
法
第
九
十
九
重
二
項
の
霊
に
昔
、

5
3
蚕
員
長
樋
口
問
一

一

阜

川

諸

問

喜

和

τ，査
会
所
管
分
に
つ
い
て
は
、
第
一手
四
年
商
苦
手
か
し
い
状
況
一
志
に
、
主
の
語
教
事
限
量
一な
も
の
露
で
あ
る

tて、乙れ
一い
こ
と
は
君
主
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
一
出
す
ま
の
下
に
、
本
格
的
な
喜
一戸
出

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。
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昭

U
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t
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せ

れ

れ

品

開

一

刊

誌

襲
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ド

謀

長

パ
ー
は
一三

吉

野

昭

和

五

十

一

i
甲
府
市
桜
会
一
平
均
一
反
撃
特
別
委
を
設
置

一
圃

園

圃

・

・

圃

・

・

圏

一し
ま
し
弓

一き
で
、
削
減
産
に
星
惑
を
か
一炉
、
そ
の
際
朗
ら
か
に
な
っ
た
と
と
一的
に
対
応
し
、
基
防
止
に
は
語
力
士
自
監
査
あ
て

…一九
円
高
会
長
管
区
、
最
近
一近
代
化
促
進
に
関
す
る
闘
査
特
別
議
員

孟
幽
・
・
・
・
・
・
・
圃
幽
・
・

E
圏
三
次
に
、
重
沸
八
一
重
府
事
務
一り
て
い
な
い
と
い
う
と
と
を
躍
に
す
一は
、
蓄
の
う
ち
、
特
に
震
に
憲
一
品
注
入
す
る
妻
、
に
、
主
掛
の
ま
た
外
務
大
臣

山一
の
需
お
進
展
、
干
宮
ゼ
l
シ
一言
霊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
圃
・
・
・
・
・
・
・
明
副
・
・
圃
掴
炉
一
件
諸
条
例
の
一
部
室
止
す
暴
例
制
一る
よ
う
強
く
聾
認
す
る
意
見
が
あ
り
ま
一軍
与
え
る
の
は
騒
音
で
あ
り
、
粉
四
一
あ
げ
る
た
め
の
詰
収
集
に
も
全
力
で
一
J
、r
・司
、r九
f
E
E
-
-
z
-
三

z
-
J
e
E
P
2
2
・‘、
j
-三
--
-

ef---

一ョ
ン
の
霊
長
い
、
主
闘
の
高
一
な
お
、
特
別
宣
金
の
震
は
、
次

一
圃
・
・
圃
圃
圃
・
・
冒
畠
・
・
開
櫨
劃
一
定
に
つ
い
て
、
華
麗
二
言
甲
同
一
し
た
c

一で
あ
る
と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
し
た
。
一
取
り
組
み
、
富
コ
ン
セ
ン
サ
ス
毒
一

刀

H
H吋
討

一

E
襲
撃
員
会
夏
、
自
室
壁
面
署
か
旦
の
と
お
り
で
す
。

E
E
-
-
E圃

鹿
市
一
市
土
商
売
量
定
献
の
変
更
に

z
i
p
-
-
i長

と
し
て
は
一
て
霊
君
主
ぅ
、
特
長
致
し
て
長
居
住

E
i
f
-
-心が高

ま
っ
て
い
る
の
長
一
委
員
長

i

り
一
圃
圃
・
・
・
圏
圃
圃
判

官
住
所
刊
は
次
の
喜
一
時
刊
行
日
市
民
税
制
一
時
訪
日
訪
日
山
片
山
一
ぉ
許
容
て
少
敵
意
見
し
は
ゆ
匹
見
出
川
村
一
弓

5
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函
圃
圃
・
・
園
開
幽
園
田
制
一
一
、
室
組
織
改
革
す
晶
章
、

i
g
g器保
2
5一
2
4っ
て
、
菌
、
害
義
一保
が
あ
ま
一
し
た
が
、
き
で
は
、
大

UY一
【委
員
会

一民
生
」
の
一
羽
音
量
大
し
、
さ
ら
一

石
川
連
朗
伊
:
八

ょ

E・
・

・

圃

圃

画

圃

圃

に

一
体
的
言
語
し

2
5
7容に
あ
る
わ
吋
だ
か
ら
、
完
一顕
防
止
の
効
果
を
長
め
る
た
め
に
一

り
し
た
a

一
号
一
童
語
学
、
園
芸
一面
府
間
区
新

2
5周辺地
一に
話
題
を
ま
た
「
甲
車
一

塩

野
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;

だ園田
-
E朝
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L
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語
空
空
閣
国
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圃

・

・
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・

圏

直

・

田

園

園

周

一い
て
は
慎
重
に
宮

Z

一言
霊
り
除
き
が
先
行
さ
れ
ね
一そ
の
勢
詰
め
る
と
急
で
あ
り
ま
一

一

一
継
続
審
査
す
る
も
の

一

一

堀
込
竺
早
川
話

会
園
圃
・
閉
園
圏
池
一五
時
告
は
一げ
は
い
副
長
時
紘
一
ど
は
ベ
刊
誌
言
語
れ
れ
一
部
器
開
一
o
h
刊誌害致事一ド
ド靖国能川知
一目的員の

議

直

・

・

・

・

哩

・

園

田

一ぅ
、
本
来
の
覇
軍
す
と
と
。
一
君
臨

( 2) 

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

河
西
宮
夫


